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１．はじめに 

 近年，デジタル技術の発展に伴い様々なデジタル

機器が開発されたその中のひとつとしてデジタルフ

ォトフレームが挙げられる。本研究では，VHDLを
用いたデジタル回路の設計手法の学習としてデジタ

ルフォトフレームの設計・製作を行った。 

2.デジタルフォトフレームの設計 

 本研究では，デジタルフォトフレームの基本仕様とな

る画像データ制御，液晶ディスプレイ制御，SD カード制

御をとりあげる。SD カード内にある画像データを液晶デ

ィスプレイに表示させることを最終目標とした。SD カー

ド，バッファ，液晶ディスプレイのそれぞれの関係と

FPGA 内の制御回路のブロック図を図 1 に示す。 

３．製作・評価 

 本研究で製作したデジタルフォトフレームは，

拡張子が BMP，SDカード FATが FAT16，画像
サイズが 240*320pixel，画像枚数が最高 512枚ま
で表示可能である。 
上記の仕様以外では正常に動作しないが，プロ

グラムの書き換えによって機能拡大は可能であ

る。製作したデジタルフォトフレームの外観を図

2に，表示の様子を図 3に示す。 

４．まとめ 

 本研究を通して VHDL を用いたデジタル回路の
設計について理解を深めた。その外にも SD カード
のファイルシステム，SD カードから液晶ディスプ
レイへのデータの通信手法などについての理解も深

めることができた。 

 

 

図 1 制御回路のブロック図 
 

 
図 2 デジタルフォトフレームの外観 

 

 

図３ デジタルフォトフレームの表示 

 


